
　今NHKで放映中の朝の連続テレビ小説「おひさま」は、戦中・戦後に生きた庶民の生活を共感をもっ
て再現し好評を博しています。その中で主人公の小学校教師陽子先生が、敗戦直後の教室で子供た
ちに教科書の墨塗りを指示している場面がありました。陽子先生を演じる井上真央や墨を塗る子供たちの
いかにも悲しげな表情が印象的でした。陽子先生は墨塗りをしている子供たちに涙をにじませながら「ご
めんね、ごめんね」と謝っていました。日本の戦後教育は、まさにこの墨塗り教育から始まったのです。も
ちろんこれはＧＨＱによる命令によるものでした。いったいＧＨＱは教科書から何を抹殺しようとしたのでしょう
か。墨塗りにより始まった戦後教育は、その後の日本人の精神にどのような影響を与えたでしょうか。皆様
とともに考えてみたいと思っています。

佐藤健二

【講師略歴】
昭和 24 年東京生まれ。國學院大學大学院博士
課程修了。駒場東邦中学高等学校元教頭。
東京都教師会会長。日台交流教育會副会長。著
書『家庭教育の再生』（2005 学事出版・共著）等。

お申し込み・お問い合わせは

たちあがれ日本 浦安市第一支部
（浦安市議会議員 柳きいちろう事務所）

電話047-352-1007　E-mail kiichiro.yanagi@gmail.com

「戦後教育はいかにして始まったか」
講師　佐 藤 健 二 　東京都教師会 会長

8月28日（日）入場無料 日本学講座 第1回

インフォメーション

日時：8月 28 日（日）　15 時～ 18 時

会場：浦安市民プラザWAVE101 市民サロン５
　　　TEL：047-350-3101　
　　　浦安市入船 1-4-1 ショッパーズプラザ新浦安 4Ｆ
　　　（ダイエーのある建物の 4F です）

当日のスケジュール：15:00 ～ 16:00　柳毅一郎による市政報告
　　　　　　　　　　16:00 ～ 18:00　日本学講座（佐藤先生講演）


